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①形.切るテクニックの試行 ②構成・配置の試行 ③色。選択の試行
○△□や直線，曲線の組み合わせ
で，自由に形を生み出すことがで
きそうだ。
みんなで見つけた配置ポイントを
活かして，いろいろなイメージを
表せそうだ。
色の要素も加えると，さらに複雑
なイメージも表現できそうだ。
資料8「はさみでダンス」における思考プロセス
最後の製作ではフラメンコを聴かせ，そのイメージを表現させた。色，形，配置の選択に
よって自分なりのイメージの表現が生まれるという気づきは，子どもの固有な表現を引き出
した（次項資料9）。図画工作科においては，このような表現の固有化，多様化こそが，価値
観の再構成の根拠になる。
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配置によるイメージの実現色の選択によるイメージの実現 形の切り方によるイメージの実現
ずっと足音がしてカタカタゆれる感フラメンコは明るい感じだと思った 一番目立つピラヒ°ラのパーツは，フ
ので，リズムを黄緑，メロディーを 配置をゆれる感じにラメンコのメロディーの感じを表L
たつもりです。
じがしたので，
オレンジ，ベースを黄色にしました するとフラメンコらしくなった。
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流れを活かした配置 交わりを活かした配置重なりと空間を活かした配置
流れを活用して，遠くから聞こえて
くるすてきなフラメンコを表現しま
した。
重ねることを重視した結果，まとま 配置はリズムとメロディーを交わら
せて，
した。
音が重なるのをイメージしまりができて，空間も生まれた
スさせる重ね方を中心にした（
クロ
資料9固有な表現となって表れる再構成された価値観
5成果と課題
試行段階では画一的で荒いものだった表現が，関係づけ再構成のある聞き合いを経て，一人
一人の価値観を反映し固有で徴密な表現へと変わった。関係づけ再構成する手だては，子ども
の学びを豊かなものへと変えたのである。
試行は，子どもに実践的な実感をともなった新たな見方，感じ方を生み，それらは観点を明
示し分類することによって関係づけられていった。本題材で取り上げた活用知識は，試行や分
類を経て明らかにしたものである。これらを抜きに相互評価は成立しない。個々に獲得された
発想やテクニック，見方．感じ方や評価の観点となる三つの造形要素といった活用知識があっ
てこそ関係づけ再構成に向かう言語化が促されたことは，相互評価の内容からも明らかである‘
さらに，このような思考プロセス全体を概観させることによって，これらすべてが選択可能
な知識として子どもに理解された。五つの手だては個々に働くのではなく，つながりあってこ
そ効果を発揮する。五つの手だては相互作用しながら機能し，どれも関係づけ再構成のために
は欠かせない一連の手だてなのであり、それらをつなぐ授業デザイン意識が不可欠なのである。
このような手だてによる学習活動を支えるものとして，造形要素を形，色，材料，構成など
に分けてとらえる見方は,子どもの思考や聞き合う内容をより具体的なものへと変えた｡また，
発想・構想の能力なのか，創造的な技能なのかといった習得する能力についても意識化させた
ことで，子どもは目的意識をもって取り組むようになった。自己の変容について語る子どもが
増えたことがその根拠である。
しかし，これまで述べてきた言語化による聞き合いのよさが、他の製作場面でも活用される
質のものとなっているかはさらなる検証が必要である。現在の学習指導要領で重視されている
「生きる力」は、自ら考え、判断し、問題解決を実現する主体的な姿勢が重視されている以上、
本題材でしか活かされない学びは不十分であるとしか評価できない。よって、これからの課題
として，聞き合いのよさの実感を学び方のよさとして子どもに意識化させるためのさらなる手
だてやその実践的要件を明らかにしていくことが挙げられる。
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